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～料理教室の感想～
7 月31日　「ベテラン主婦に学ぶ親子料理教室」
〈保護者感想〉「皆さんと楽しく作業をさせていただきました。ひじき煮などはどうしても
“おそうざい”としてスーパーなどで購入することが多いのですが一から簡単に作ることが
できたので子どもと一緒に家でも作ってみようと思います」「熟練の先生に教えていただき、
改めて手作りの大切さを感じました。ひと手間の大事さを面倒がらずにしていきたいと思い
ました。とても楽しいひと時をありがとうございました」など。
〈子どもの感想〉「とてもたのしかったです。せんせいもやさしかったです。おかげでおい
しいりょうりができました。またおうちでもつくってみようとおもいます」「今日は料理教
室で1番楽しかったことは“団子の串ざし”をすることでした。なぜなら団子がもちもちし
てて気持ち良かったからです」「家ではできない事をたくさん経験できてとても楽しかった
です。むずかしいこともありましたが上手にできました」など。
10月24日　「高齢期のからだにやさしい料理教室」
〈参加者の感想〉「老いと共にいつも気になる栄養の内容など教えていただき、もちかえっ
てできるかは疑問ですが今日のことは頭の片隅におき日々の暮らしに役立てればと感じてい
ます」「皆さんとご一緒で楽しく食事作りできました。いろいろと栄養やバラエティにと考
えて体によいものを作らせてもらっておいしくいただきました」「皆で楽しくおしゃべりし
て、本当に楽しい時間を過ごさせていただきました。そしてお味もとてもおいしく健康食材
として作らせていただきありがとうございました」など。
［成　　果］
・親子料理教室：「ベテラン主婦に学ぶ　地域の食文化　親子料理教室」ということで東山
区の女性連合会の皆様と若い母親、そして子ども達の交流の場となり、世代交流の絶好の
機会となった。また、すり鉢でごまをする、団子を手でまるめる、といった今までしたこ
とのない調理体験を通して、子どもは五感で食を感じることができた。普段、みたらしだ
んごを食べない子どもたちも、自分で作ったことが嬉しかったのか完食していた。「実際
の調理体験により、偏食がなくなることは知っているが、家庭ではその時間を取れないの
が現状」とおっしゃる母親もおられ、このような調理体験の場は貴重なようだった。この
料理教室で、子どもたちの望ましい食習慣の形成に一役買ったと思う。
・高齢者の健康料理教室：健康長寿に関する情報の発信をミニ学習会形式で実施し、 4班に
分かれて調理を行い、食事をすることで、参加者同士の交流の場となり、高齢者間の新た
なネットワークの構築ができた。
・健康情報通信及び食育パンフレットの作成と配布：東山区の幼稚園・保育園・学童保育所
への健康情報提供を行い、好評を得た。また、情報提供を通じて地域との交流をもつこと
ができた。食育パンフレットは、「偏食対策」をテーマに掲げ、偏食に悩む母親を応援す
る冊子を作成した。実際にご覧になった方からは、「家で作って子どもたちに食べさせた
い」という意見が聞かれ、未来を担う子どもたちの望ましい食習慣の形成の支えとなるこ
とができた。 （日野千恵子）
